
実習科目の概要 

         

実習科目名 
単位数 

実  習  概  要 
(時間数） 

専
門
分
野 

基
礎
看
護
学 

基礎看護学

臨地実習Ⅰ 

1
 (45) 

・対象の療養生活の場である環境（病院・病棟）を理解する。 

・病院における日常生活と看護活動の実際を見学し、看護 

 実践に向けての動機づけとする。 

・健康に障害を持つ人を統合的にとらえるために必要な人間 

  関係能力を養うため、対象との関わりや看護の実際を指導者 

  または担当看護師と共に行動し、見学・共同実施すること 

  ができる。 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

基礎看護学  

臨地実習Ⅱ 
２（９０） 

・健康に障害を持つ人を統合的にとらえ、問題解決過程 

  を用いて看護を実践する基礎的能力を 習得する。 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

        

地
域
・在
宅
看
護
論 

地域・在宅看

護論実習 
２（９０） 

・在宅で療養する「家で生活する」人とその家族を理解し、 

  主体性を尊重しながら、生活を豊かにするための援助の 

 実践を学ぶ。 
 

  

・保健・医療・福祉の協働により継続ケアの実際を知り、 

  その重要性を学ぶ。 
 

  

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

・地域で生活している人々の心身の健康管理について学ぶ。 

  
  

  

        

精
神
看
護
学 

精神看護学  

臨地実習 
２（９０） 

・精神に障害を持つ対象の特徴と健康上の問題をとらえ、健全 

  な精神を保持・増進するために必要な看護を実践する基礎的 

  能力を習得する。 
 

  

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

        

老
年
看
護
学 

老年看護学 

臨地実習Ⅰ 
２（９０） 

・高齢者との関わり方を学ぶ。   

・様々な健康レベルにある高齢者の生活の場を理解する。 

・高齢者の日常生活援助を理解する。   

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

  
  

  

        

老年看護学 

臨地実習Ⅱ 
２（９０） 

・老年期にある対象とその家族の特徴と健康上の問題をとらえ、 

  その人がよりよく生きられるように、看護を実践する基礎的能力 

  を習得する。 
 

  

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

        

成
人
看
護
学 

成人看護学 

臨地実習Ⅰ  
２（９０） 

・健康状態が急激に変化する状況にある対象・そこからの回復 

 状態にある対象のとその家族を理解し、健康の回復・増進・ 

  自立に向けての援助の実践を学ぶ。   

  
  

  

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につけ

る。 
      

成人看護学 

臨地実習Ⅱ    
２（９０） 

・慢性的な健康障害のある対象とその家族を理解し、セルフケア  

  行動の維持・向上を図り、予防・自立に向けての援助の実践を 

 学ぶ。 
  

  

・人間ドッグにて健康の維持増進や指導法について学ぶ。 



・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

        

成人看護学 

臨地実習Ⅲ    
２（９０） 

・終末を迎えようとする対象とその家族を理解し、その人らしく 

  人生を全うできるよう、死に直面している対象とその家族に対し 

 て身体的・心理的な苦痛緩和のための援助を学ぶ。 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

        

  

         

         

         

         

         

         

         

       

実習科目名 
単位数 

実  習  概  要 
(時間数） 

専
門
分
野 

小
児
看
護
学 

保育園実習 

2
 

(30) 

・健康な子どもに接し保育の実際を見学し実施することにより、 

  子どもの成長発達と保育の基本を学ぶ。 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

外来・病棟実

習 
(44) 

・家庭療養の指導を中心とした、小児科外来の看護の特殊性 

 を学ぶ。 
  

  

・健康障害を持つ子どもと両親、または保護者に対する看護に 

  ついて学ぶ。 
 

  

・入院療養を中心とした、小児科病棟の看護の特殊性を学ぶ。 

・生活介護を必要とする通所児童の支援を学ぶ。 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

福祉施設実

習 
(16) 

・保健・医療・福祉のサービスの現状を知り、社会資源の活用 

  と豊かな生活との関連について学ぶ。   

・障害をもって生活する対象を包括的に捉える力を養い、 

  自立生活への助長を図る施設を理解することができる。 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

母
性
看
護
学 

母性看護学 

臨地実習 
２（９０） 

・妊婦・産婦・褥婦及び新生児の特徴を理解し、対象者 

 及び家族の持つニーズに応じた看護が実践できる 

  基本的能力を養う。 
 

  

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

        

統
合 

看護の統合

と実践実習 
２（９０） 

・臨床での看護方式を実際に体験することにより、看護の 

  判断能力・実践能力・応用能力を養う。 

・臨床実践に近い形で看護を体験し、看護職としての 

  役割を明確にする。(夜間実習・複数の受け持ちなど） 

・生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

 

 

 

 

 



臨地実習時間と時期 

        
  実習区分 単位 場所 内容 時間 日数 時期 

専
門
分
野 

基礎看護学臨地実習Ⅰ                                           

（４５） 
1 病院 

オリエンテーション 7 1 

1 年次後期 病院・病棟見学 35 5 

まとめ 3 0.5 

基礎看護学臨地実習Ⅱ                                

（９０） 
  病院 

オリエンテーション 3 0.5 

2 年次後期 病棟実習 84 12 

まとめ 3 0.5 

精神看護学臨地実習                                   

（９０） 
  病院 

オリエンテーション 3 0.5 

2 年次後期 病棟実習 84 12 

まとめ 3 0.5 

地域・在宅看護論臨地実

習                                  

（９０） 

  

  オリエンテーション 3 0.5 

３年次 

ステーショ

ン 
訪問看護ステーション 70 10 

連携室 地域連携室 14 2 

  まとめ 3 0.5 

老年看護学臨地実習Ⅰ                                 

（９０） 
  施設 

オリエンテーション 3 0.5 

2 年次後期 介護老人保健施設 42 6 

特別養護老人ホーム 42 6 

老年看護学臨地実習Ⅱ                                  

（９０） 
  病院 

オリエンテーション 3 0.5 

３年次 病棟実習 84 12 

まとめ 3 0.5 

成人看護学臨地実習Ⅰ                                    

（９０） 
  病院 

オリエンテーション 3 0.5 

３年次 病棟実習 84 12 

まとめ 3 0.5 

成人看護学臨地実習Ⅱ                                 

（９０） 
  病院 

オリエンテーション 3 0.5 

３年次 病棟実習 84 12 

まとめ 3 0.5 

成人看護学臨地実習Ⅲ                              

（９０） 
  病院 

オリエンテーション 3 0.5 

３年次 病棟実習 84 12 

まとめ 3 0.5 

小児看護学臨地実習                                  

（９０） 
  

  オリエンテーション 3 0.5 

３年次 

保育園 保育園 28 4 

病院 病棟・外来実習 28 4 

施設 
発達障害児施設 14 2 

重度障害児施設 14 2 

  まとめ 3 0.5 

母性看護学臨地実習                                 

（９０） 
  

  オリエンテーション 3 0.5 

３年次 病院 病棟実習 84 12 

  まとめ 3 0.5 

看護の統合と実践実習                            

（９０） 
  

  オリエンテーション 3 0.5 

３年次 病院 病棟実習 84 12 

  まとめ 3 0.5 

 

 

 



基礎看護学臨地実習Ⅰ 

 

 目的：１．対象の療養生活の場である環境を理解し、病院における日常生活と看護活動の実際を知り、看護実

践にむけての動機づけとする。  

２．対象との関わりや看護の実際を見学・共同実施でき、倫理的行為が理解できる。 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 病棟の構造と設備

が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 対象の療養生活

の場としての生活

環境が理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 対象に関心を寄せ 

て接することがで 

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） 病棟の構造、設備を知る。 

(1)  ナースステーション、処置室、リネン庫、倉庫、

物品庫、洗濯室、トイレ、洗面所、浴室、面談

室などの位置関係やその利用について考え

る。 

2） 対象および医療従事者に対する安全への配慮を

知る。 

(1) 事故防止対策、院内感染防止対策、災害 

対策、ゴミ処理     

3） 病棟のなかでの病室の位置関係を知る。 

(1) 病棟の機能性や対象の状態による病室の 

位置 

 

1） 病棟や病室の環境が、対象の日常生活とどのよ

うな関わりを持っているかを一人の対象を通し

て観察し考察する。 

〈観察の視点〉 

(1) 採光、色彩、音、室温、湿度、臭い、ベッ 

ドの位置およびその機能、病棟での病室の  

位置関係、ベッドの間隔、カーテン、病室の広

さ、床頭台の位置、入口や窓の位置、ナースコ

ールの位置 

2） 対象の生活空間としての病室を観察する。 

(1) 床頭台の上の物品の配置やその内容 

(2) ベッド上およびベッド周りの物品とその    

配置 

3） 対象がどのような日常生活を送っているか観察

する。 

 

1） 対象を疾患名にとらわれずに人間としてありの

ままとらえる。 

(1) 環境整備時 

(2) バイタルサイン測定の時 

(3) 日常生活援助の時 

(4) 対象と看護者の関わりから              

(5) 対象の反応        などからとらえる。 

2） コミュニケーションの技法を活用し、対象との

コミュニケーションをとる。 

(1) 看護者と対象のコミュニケーションを観察 

   する。 

(2)  意図的コミュニケーションをとる。 

 

 

 

 

• 学生が病棟の構造や設

備を観察し病棟の特徴を

知りその後の実習につな

げる。 

• 疑問点があれば指導者よ

り説明を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

• 入院生活（環境）の望まし

い状態を事前に復習して

おく。 

• ベッドサイドにいく機会を

つくり対象の生活空間を

観察し看護の視点につな

げる。 

• 物品の配置などから入院

生活の工夫に気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

• 基本的な関わりの方法を

復習しておく。そのうえ

で、対象の状況に配慮し

ながらかかわるように留意

する。 

• 指導者や担当看護師と

共に対象のところにいく。 

• 目の前に起きている出来

事をありのままにとらえる

ことにより、何故そうなっ

ているのかを考えることが

できるようにする。 

 

 

 

 

 



実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

4. 対象に実施される 

日常生活援助の

必要性を理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 対象のバイタルサ 

イン測定と状態観 

察ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

1） 対象にどのような日常生活援助が実施されてい

るか理解する。 

2） どのような方法で実施されているか理解する。 

3） 日常生活援助を見学・共同実施する際、対象の

反応を観察する。 

学生が一人で実施できる項目 

（見学を終えてから） 

(1) 環境整備 

(2) ベッドメーキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） 対象に必要なバイタルサインの測定を正しく実

施する。 

(1) 体温・呼吸・脈拍・血圧・その他必要な 

もの 

2） 対象の状態の観察を行う。 

(1) フィジカルアセスメント（特に胸部・腹部の 

聴診、触診など） 

3） 実施は安全・安楽に留意して行う。 

4） 実施したこと観察したことの報告をする。 

 

 

 

 

 

 

 

• 対象に対して行われてい

る看護実践の場面を見学

する。（患者の反応を観

察することを含む） 

• 看護実践がさまざまな情

報を基に行われているこ

とを日常生活援助の見

学・共同実施をとおして

考える。 

• 実施される日常生活援助

は、事前に基本的な必要

物品・実施手順・注意事

項・根拠を明確にしてお

く。 

• 基本的な援助方法からど

のように変化しているか

考える。 

• 何故対象にその日常生

活援助が必要か考える。 

• 何故この方法で実施され

るのか考える。 

• 受け持ち患者に対する日

常生活援助を行う場合

は、見学→共同実施の段

階をふみ、指導を受けな

がら行う（主ではできな

い）。 

• 日常生活援助を実施した

際、安全安楽の視点を含

めて、援助が適切であっ

たか、指導者の助言を受

けて評価する。また、その

評価内容を翌日の実施

に反映させる。 

• 対象の疾患の基本的な

学習をしておく。 

• 一般的な観察項目はど

のようなものか事前学習

しておく。 

• バイタルサイン測定時、ど

のように一般状態の観

察、症状の観察を行うとよ

いか考え行う。 

• バイタルサイン測定は見

学→共同実施→実施の

段階をふみ、指導を受け

ながら行う。 

• フィジカルアセスメントは

看護師と共に行う。 

• 報告前には内容を整理

する。 

 



実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

6. 看護実践が看護

倫理に基づいた行

為であることが理

解できる。 

 

1） 看護実践は全て倫理に基づいて行われることを対

象との関わりや援助の見学・共同実施をとおして理

解する。 

（１） 環境整備                              

（2） バイタルサイン測定                    

（3） 日常生活援助           など 

 

 

 

 

• 看護実践にもとめられる

倫理に関しては事前学習

で復習しておく。 

 

※ カンファレンスは毎日３０ 

分間実施する。 

※ その日の実習終了までに

指導者に対象の翌日の 

予定を確認し、実習の計

画や事前学習につなげ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基礎看護学臨地実習 Ⅱ 

 

 目的：健康に障害をもつ人を統合的にとらえ、問題解決過程を用いて看護を実践する基礎的能力を習得する。 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

7. 看護に必要な人間

関係能力を養い、

対象を統合的にと

らえることの重要

性を学ぶ。   

 

8. 対象の看護上の

問題をアセスメント

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. アセスメントした問

題に対し、達成可

能と思われる目標

を設定できる。 

 

 

10. 目標達成のため

の援助方法を計

画できる。 

 

 

 

11. 計画した看護を 

対象の安全安楽

を考慮して実施

できる。 

 

 

 

5） 対象に関心を寄せて接する。 

6） 対象に起きている事柄を、ありのままにとらえ 

る。 

7） 対象との関わりを基にし、実習中の人間関係の

プロセスを振り返る。 

 

4） 対象や、その対象を取り巻く現象を、ありのま 

まに捉える。    

5） ありのままに捉えた事柄を、既に学んだ知識を 

活用してアセスメントする。 

(1) 発達段階の中でどのような特徴があるか 

(2) 対象の身体に何が起こっているか 

(人に関る事・健康障害に関る事・生活に関わ

る事） 

(3) (2)がその人の生活にどのような影響を与えて 

いるか                                     

(4) その人が現在の状況をどのように捉えているか 

(5) (1)～(4)がどのように関わり合っているのかをア 

セスメントする。       

6） 2）を基にして、対象の「よりよい生活」 を妨 

げているものが何であるか全体像に表す。 

7） 1)～3)より看護問題をクラスタリングし明確に

する。 

 

 

 

 

   

1） 受け持ち期間中の看護目標を設定する。  

2） 解決目標は、評価しやすいように具体的な表現

にする。 

3） 目標達成を妨げている事柄から、それが解決さ

れた状態を予測する。      

 

1） 目標達成のための解決策をあげる。 

2） 解決策は、他の人にも理解できるよう具体的に 

表現する。 

3） 援助の方法は、観察・ケア・教育の観点から計 

画する。 

 

1） 実施は、原則として計画した方法・手順に従っ 

て実施する。 

2） 実施前後のその人の反応を捉え、その意味を考 

えながら必要な配慮を行う。 

3） 実施後は、観察したことや反応も含め報告する。 

• 受け持ち患者を１名設定

し、その対象との対人関

係をとおして学習する。 

 

 

 

• 目の前に起きている出来

事をありのままに観て、対

象を統合的に捉える。疾

患のみにとらわれず、「病

気を持った人」という看護

者としての視点を養う。 

• 受け持ち患者をとおして

看護のプロセスを理解す

る。 

• その人に関心を寄せ、

様々な側面からその人を

捉える。 

• 基本情報、健康障害の状

況、健康障害による日常

生活の変化からその人の

おかれている状況を把握

する。 

• 共感的理解により、その

人の認識に近づいてアセ

スメント能力を高める。 

• 実習中その人との関わり

を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

12. 実施した看護を振

り返り、評価でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. 倫理的態度をとる

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） 個々の援助の実際をその都度振り返り、実施計

画や実施方法が適切であったかを評価する。 

(1) その時その人への援助方法の選択は適切であ

ったか 

(2) 実施上のその人の反応を捉え、必要な配慮が

できたか 

(3) 計画した予定日に実施できたか 

(4) 期待する結果は得られたか   

5） 目標達成状況により、看護過程の妥当性を評価

する。 

 

1） 援助の必要性を説明し、同意を得る。 

2） 対象の尊厳を尊重し、プライバシーを守る。 

3） 礼節をわきまえた態度をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 受持つ対象には緊急を要

することのない人、コミュニ

ケーションが著しく困難で

ない人、かつ日常生活援

助の必要な人を設定して

いただく。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域・在宅看護論臨地実習 

(訪問看護ステーション) 

目的：在宅で生活している療養者とその看護の実際を知る。  

  

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 訪問看護ステーシ

ョンの役割・機能

が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 在宅療養者とその

家族がともに生活

する場であることが

理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 在宅療養者とその

家族の意思を尊重

した援助の必要性

が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 社会資源を活用す

ることの必要性が

理解できる。 

 

 

 

 

 

 

1） ステーションの特徴や地域の特色などを知り、

訪問看護の機能・役割を知る。 

(1) 地域の特性とステーションの特性や役割 

(2) 介護保険制度と医療保険制度、訪問看護 

制度 

(3) カルテの見方    

・居宅サービス計画書①② 

・週間サービス計画書 

 ・居宅サービス利用・計画  

       ・訪問看護指示書(特別訪問看護指示書) 

       ・訪問看護計画書・訪問看護報告書 

(4) 対象者(家族も含む)の特徴 

(5) 訪問看護師の倫理と対象者への権利擁護 

 

1） 療養者とその家族が在宅で療養する意味を考え

る。 

(1) 療養者とその家族がともに生活するための 

支援 

      ・療養者とその家族のライフサイクル・役割 

      ・療養者とその家族のライフステージの影響 

      ・療養者とその家族の日常生活に対する 

ニーズ  

      ・その家族の介護力 

 

 

1） 療養者の生活史を尊重し意思決定を支えることの

必要性を知る。 

(1) 療養者やその家族の生活習慣・自己決定を 

尊重した援助方法を知る。 

(2) 療養者やその家族に行われている指導・助言

について知る。  

 

 

 

 

 

 

1） 保健・医療・福祉の社会資源を活用し生活を支える

看護を学ぶ。 

(1) 療養者の残存機能を活かし自立した生活が行

えるための必要な社会資源について考える 

(2) 対象者が安全で安心した生活を送るために社

会の動きを知り、地域包括システムの在り方を

知る。 

 

 

 病院での療養生活と在宅

での療養生活の違いを考

える。 

 各々、利用方法が多様な

プロセスであることを理解

する。 

 それぞれの療養者がどの

ような経緯で社会資源を

利用しているのかを知る。 

 制度についての知識レベ

ルについては校内実習

でおさえる。 

 

 

 療養者のプライベートな

空間に訪問するため，学

生としての態度・行動に

留意する。 

 訪問に同行し、様々な生

活環境・療養生活を知り、

訪問看護の実際を学ぶ。 

 家庭内の資源を利用し生

活の知恵を活用し援助が

行われているか。 

 

 カルテからの情報や同行

訪問時の訪問看護師の

かかわりを通して看護師

としての責任のある行動

を学ぶ。 

 社会人としての倫理観を

持った態度ができる。 

身だしなみ 

プライバシー保護 

個人情報保護 

（守秘義務） 

 

 介護負担軽減のための

工夫について考える。 

 

 

 

 

 

 

 



 

5. 多職種・多機関と

の連携の重要性

が理解できる。 

 

 

 

1） 保健・医療・福祉チームの連携の方法を知る。 

(1) 退院支援・退院調整の実際 

(2) 多職種・多機関との情報交換の方法 

  

 

 退院前訪問・退院前合同

カンファレンス・サービス

担当者会議等に参加し

訪問看護の役割を考え、

他職種・多機関との連携

の重要性を考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域・在宅看護論臨地実習 

（地域連携室） 

 

目的：1.保健・医療・福祉の協働により、地域に戻って生活を継続できる支援について学ぶ。 

    2.社会資源の活用と豊かな生活との関連について学ぶ。 

 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 地域医療を支え

る病院の役割や

機能が理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 入院患者に対し

て退院支援及び

退院調整のプロ

セスが理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 退院支援にかか

わる多職種との

連携の必要債が

理解できる。 

 

 

 

 

 

1） 病院内での地域連携室の特性や役割を知る。 

2） 地域医療の現状や課題を知る。 

3） 地域医療を支える専門職としてのあり方を知

る。 

4） 地域包括システムのあり方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

1） 入院から在宅療養への移行に対する支援につい

て理解する。 

(1) 退院支援のプロセス 

   (2) 退院調整の実際 

   (3) 療養者とその家族の意思決定支援の実際 

2） 入退院時における多職種・多機関との連携の実

際について理解する。 

(1) 他の医療機関との連携 

   (2) 他施設との連携 

   (3) 訪問看護ステーションとの連携 

  

 

1） 保健・医療・福祉チームの一員として多職種と

連携し、支援することの重要性を理解する。 

(1) 病院側の退院支援にかかわるスタッフ 

(2) 地域の支援スタッフ 

（インフォーマルなサービスも含む） 

   (3) 地域とのネットワークづくり 

2） 病院と地域との連携を行うために行う会議のあ

り方について理解する。 

(1) 退院前合同カンファレンス 

(2) サービス担当者会議 

  

 地域連携室の病院内で

の位置づけ、役割につい

て学ぶ。 

 在宅看護が提供される

場の広がりについて学

ぶ。 

 地域包括システムの構

築 

 退院支援の実際につい

て学ぶ。 

 地域連携室の病院での

位置づけや役割につい

ての知識レベルについ

て校内実習でおさえる。 

 入院中の患者とその家

族の思い、気がかりなこ

となど、相談支援の実際

を通して学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 多職種との連絡の方

法・相談等、どのように

行われているか実際を

通して学ぶ。 

 

 担当者会議・退院前合同

カンファレンスに参加

し実際を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域・在宅看護論臨地実習(高等学校保健室) 1 日 

 

目的：1.地域の生徒たちの安全な学校生活がどのように確保されているのかを学ぶ。  

    2.学校内での安全な環境と健康の確保がどのように確保されているのかを学ぶ。 

 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 学校内での保健

室の位置づけに

ついて理解でき

る。 

 

2. 学校内での養護

教員と各教員と

の連携と役割を

知る。  

 

3. 学校生活の中で

安全な環境の中

でどのように健

康が確保されて

いるかが理解で

きる。  

 

 

 

 

 

 

 

4. 生徒の日常生活

がどのように学

校生活に影響さ

れているかを知

る。 

 

5. 地域の関係機関

との連携につい

て知る。 

1） 学校内での保健室の特性や役割を知る。 

2） 学校内での保健室の現状や課題を知る。 

 

 

 

1） 学校内での養護教員の役割を知る。 

2） 学校内で各教員との連携方法を知る。 

3） 学校カウンセラーとの連携方法を知る 

 

 

1） 学校生活での健康管理について 

(1) 疾病予防についての実際 

      定期的な健康診査の実施 

学校感染症の取り扱い・予防対策 

(第 1種・第 2種・第 3種等) 

      その他の感染症の取り扱い 

      健康相談の実施方法 

   (2) 学校における事故、加害行為、災害等につ

いての対処方法について 

 

 

 

 

1） 各生徒の保護者との連携について 

(1) 生徒の日常生活ついて 

   (2) 生徒自身の健康管理 

 

  

 

1） 地域での関係機関との連携 

(1) 地域を管轄する警察署 

(2) 地域の安全を確保するための活動を 

行う団体 

    (3) その他の関係機関 

    (4) 当該地域の住民 等 
 

  

講義形式での説明を受ける。 

 学校保健法に基づく保

健室の位置づけなどの

説明 

 各担任が行っている生

活・健康指導等の説明 

 学校カウンセラーが行

って活動についての説

明 

 

 健康診査の実施時期・方

法について説明を受け

る。 

 検査結果からの健康相

談 

 感染対策と出席停止の

条件について説明を受

ける。 

 感染予防対策の実際 

 事故の処理方法 

 災害対策などの管理方

法の説明を受ける。 

 

 

 保護者との連携の方法

についての事例などを

照会してもらいながら

の説明を受ける。 

 

 地域との連携方法や地

域で生徒の安全を確保

するための地域での関

わりを説明を受ける。 

 

※養護教員や他の健康対策

の教員の動きを見学実習

し、学校が行っている健康

対策を考える。 

 

 

 

 



地域・在宅看護論臨地実習(企業の健康管理室(産業保健師)）1 日 

 

目的： 1. 企業で働いている従業員の健康管理・維持・促進に関す管理がどのようにされているのかを学ぶ。 

     2．企業で働いている従業員の精神衛生上の管理がどのようにされているのかを学ぶ。 

3．企業で働いている従業員の健康で安全な職場の在り方について学ぶ。 

 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 健康管理室の位

置づけについて

理解できる。 

 

2. 2 企業での産業保

健師と各部署と

の連携方法が理

解できる。 

 

 

 

3. 従業員の健康管

理がどのように

行われているの

か理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 従業員の日常生

活がどのように

労働に影響して

いるのかを知る。 

 

 

5. 企業と地域の関

係機関との連携

について知る。 

 

1） 社内での健康管理室の特性や役割を知る。 

2） 学校内での健康管理室の現状や課題を知る。 

  

 

1） 社内での産業保健師の業務内容から役割を知

る。 

2） 社内での産業保健師と各部署の従業員へのかか

わり方を知る。 

健康保険組合・産業医・衛生管理者 

労働衛生コンサルタント・人事担当者 

 

1） 健康管理(労働安全衛生法に基く) 

(1) 疾病予防についての実際 

       一般健康診査・特殊健康診査の実施 

       歯科医師による検診実施  

じん肺検診実施 等 

(2) 精神衛生に関する検査の実施 

       ストレスチェック 

(3) 感染症の取り扱い 

       インフルエンザ・新型コロナウイルス 

感染症 等 

(4) 健康相談・保健指導の実施 

2） 職場での事故・加害行為・災害等の対処方法に

ついて 

  

 

 

1） 従業員の日常生活と健康管理について 

(1) 通勤時間・就業時間 

   (2) 従業員自身の健康管理 

 

 

 

1） 地域の関係機関と企業の連携について 

(1) 地域を管轄する警察署 

   (2) 地域の安全を確保するための活動を 

行う団体 

   (3) 当該地域の住民  等 

  

講義形式での説明を受ける。 

 労働基準法・労働安全衛

生法に基づく企業内で

の健康管理室の位置づ

けなどの説明 

 産業保健師の業務内

容・役割について 

 労災保険・雇用保険によ

る従業員の保証 

 各部署との連携方法 

 

 健康診査の実施時期・方

法について説明を受け

る。 

 検査結果からの健康相

談 

 長時間労働者・休職者へ

の対応 

 精神衛生に対する対応 

 感染対策と就業停止・在

宅ワークの条件等の説

明を受ける。 

 労災保険法に基づく事

故の処理方法 

 災害対策などの管理方

法の説明を受ける。 

 

 従業員の家族との連携

の方法についての事例

などを照会してもらい

ながらの説明を受ける。 

 

 

 地域との連携や地域で

従業員の安全を確保す

るための地域での関わ

り等の説明を受ける。 

 

※産業保健師や他の健康対

策の部署の動きを見学実

習し、企業が行っている健

康対策を考える。 

 

 



精神看護学臨地実習 

目的：１．精神に障害を持つ患者及び家族を包括的に理解し、治療的かかわりをとおして健全な精神を保持・

増進するための必要な看護実践能力を養う。 

２．生命の尊厳を譲り、人権を尊重する倫理的態度を身につける。 

 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 精神に障害があ

る人の身体的・

精神的・社会的

問題が理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 精神に障害をも

つ人の、その人

らしさを尊重し

た日常生活支援

ができる。 

 

 

 

 

3. 精神に健康問題

や障害を持つ人

が安心して地域

社会で生活する

ために必要な援

助ができる。 

 

1） 病棟の特徴を理解し、対象の生活の場を知る。 

2） 基本的接近技術をもちいて対象とコミュニケー

ションを図る。 

3） 対象の、ありのままの状況を関わりの中からとら

える。 

4） 得た情報をもとに、アセスメントして問題点を明

確にする。 

5） 日常生活にどのような影響があるのかアセスメ

ントをする。 

6） 看護過程を用いて対象を理解し看護実践を行う。 

 

1） 対象の自立に向け、その人らしさを尊重した日常

生活行動への援助をする。 

2） 対象に合ったコミュニケーション環境を選択す

る。 

3） 対象の状態に合わせた、治療的コミュニケーショ

ン技法を活用する。 

4） 対象のなかに残されている健康な心身に働きか

けることに気づく。 

 

1） 社会復帰に必要な法律・制度・地域保健福祉施策 

2） 地域サポートシステムに関連する施設とその機

能や職種、就労意欲・能力など 

3） 服薬管理 

4） 金銭管理 

 

 その時の対象の表情、態度、

言葉をありのままに受け取

る。 

 その時の対象の言動のもつ

意味を考える。 

 プロセスレコードの中から

対人関係がどのように展開

したかを振り返る。 

 対人関係に行き詰った時に

プロセスレコードにて自己

を振り返る。 

（上記のどちらかで実習中

に１例記入し振り返る） 

 対象にとって適切な距離を

とりながら接する。 

 疾患や症状レベルのみにと

らわれず、症状によって、

日常生活にどのような影響

があるか考える。 

 人間は相手を理解するとき

に、常に自分のものさし（価

値観・感情）に基づいてい

るのだということを認識す

る。 

 

 初日のカンファレンスは、

第一印象、対象との関わり

で困っていること、また実

習をスタートするにあたっ

ての疑問点等について話し

合う。 

 

 ４日目のカンファレンスで

は、看護上の問題点を明確

にし、看護の方向性を確認

する。 

 

 受け持ち患者の社会復帰に

ついてのカンファレンスを

行い、なぜ退院できないの

か・その要因は何か・何を

改善すればいいのか・その

為にはどのような方法があ

るか。 

 

 



老年看護学臨地実習Ⅰ 

 

目的：老年期にある対象とその家族の特徴、生活上の問題をとらえ、その人がよりよく地域での暮らしを営むために必要

な看護を学ぶ 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 老年期にある人の

特徴が理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 様々な健康レベル

にある高齢者の生

活の場が理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 高齢者の日常生

活援助の実際が

理解できる。 

1） 加齢に伴う身体的変化を知る。 

(1)  感覚機能の低下 

(2)  健康レベルの個人差 

 

2） 加齢に伴う心理社会的変化を知る。 

(1)  流動性知能・結晶性知能の変化 

(2)  経済力の変化 

(3)  家族内・社会での役割変化 

(4)  高齢者の創造性（生きがい・はりあいとなる 

    もの） 

 

 

 

1） 高齢者の生活について考える。 

2） 各施設の特徴を知り、生活の場としての違いを考え

る。 

3） 高齢者の健康レベルによって、生活の場が変更さ

れることを理解する。 

4） 地域で生活する高齢者とその家族にとって、デイケ

ア・デイサービスの機能と役割について理解する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

1） 高齢者の日常生活への援助方法を見学する。 

(1)  健康障害の程度に応じた日常生活援助方法 

    （食事・排泄・清潔・活動・睡眠・私物管理・ 

服薬管理） 

    (2)  日常生活の拡大と自立への援助 

    (3)  家族・キーパーソンとの関わり 

    (4)  施設ケアにおける他職種との連携 

 

 

 

 

 

 視力低下、難聴などの感

覚機能の低下が日常生

活にどのように影響して

いるか考える。 

 高齢者の特徴を理解する 

（生活史、生活習慣、家

族背景、家族や社会での

役割、経済的背景） 

 身体的側面と心理社会

的側面は互いに密接な

関係にあることを理解す

る。 

 

 介護老人保健施設、特

別養護老人ホーム、グル

ープホーム、サービス付

き高齢者向け住宅の 4 施

設にて、3 日間ずつ実習

を行う。 

 受け持ちを持たず、担当

者について看護援助を見

学・共同実施を行う。 

 実際にコミュニケーション

をとり、高齢者の理解を

深める。 

 高齢者の施設内での日

常生活について考える 

 

 その人に行われている援

助を見学・共同実施する

中で、高齢者の健康レベ

ルに応じた援助方法を考

える。 

 援助の実際を見学するこ

とで、その人らしい生活に

ついて考える。 

 カンファレンスは毎日 30

分実施する。テーマはグ

ループで話し合い決定す

る。 

 実習終了後、学内でグル

ープワークを実施し、各

施設での高齢者の生活・

特徴をまとめる。 

 

 



老年看護学臨地実習Ⅱ  

 

目的：老年期にある対象とその家族の特徴、生活上の問題をとらえ、その人がよりよく暮らす看護を実践する基本的能

力を養う。 

  

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 老年期にある人の

健康上の問題が

理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 老年期の特徴をふ

まえ、看護の展開

ができ看護実践が

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 多職種との連携や

その人とその家族

の意思決定を支援

し、継続看護の必

要性が理解でき

る。 

 

1） 対象の身体的・精神的・社会的特徴が理解できる。 

(1)  加齢や健康障害による身体機能の変化 

(2)  その変化の状態がどの時期なのか 

(3)  身体的・精神的症状とそれに伴う苦痛 

(4)  身体の変化や症状に対する対象（家族）の 

受け止め方 

    (5)  基本的ニーズの充足状態 

2） 身体の変化や症状が及ぼす対象（家族）への影響

が理解できる。 

 

 

 

 

 

1） 看護の展開方法を理解し、看護実践を行う 

(1)  回復期にある高齢者の自立した生活を考える 

(2)  複数の疾患を抱える高齢者の症状が日常生 

活へどう影響しているか考える 

    (3)  高齢者の健康障害には個人差が大きいこと 

        を理解する 

    (4)  麻痺や持続する症状、認知機能の低下があ 

        りながらも、その人らしい生活への支援をする 

  

 

 

 

 

 

1） 保健・医療・福祉チームとの連携・調整 

2） 退院後の生活を踏まえた日常生活の支援 

3） 対象とその家族の意思決定への支援のあり方 

 

  

 

 

4 日間の学内実習 

・意図的な情報収集の理解 

・その人を知るための情報 

 （生活歴・介護度、家族背景 

 介護サービスの利用状況な 

ど） 

・健康障害を理解するために

必要な情報 

（加齢に伴う身体的特徴をふ

まえて考え、二次的障害を

予防するための看護を考え

る） 

・生活をみる視点の確認 

・知識の確認 

 老年期の特徴・成長発達

段階に関しては、老年看

護学臨地実習Ⅰでの学

びを参考にする。 

 家族背景、キーパーソン

の存在について考える 

 

 一人の患者を受け持ち、

看護を展開しながら看護

を実践する 

 老年期は、複数の疾患を

抱えていること、様々な症

状をコントロールしなが

ら、生活していることを考

える 

 老年期は防衛力・予備

力・適応力・回復力が低

下していることをふまえな

がら、回復していく過程に

ついて考える 

 

 老年看護学臨地実習Ⅰ

を参考にする 

 他職種とのカンファレンス

を見学し、看護師の役割

を考える 

 学生カンファレンスは毎

日 30 分実施する 

 

 

 



 

成人看護学臨地実習Ⅰ 

 

目的：健康状態が急激に変化する状況にある成人（老年）期の対象と家族、回復状態にある対象と家族を理解し、

健康の回復・自立にむけての看護を実践できる能力を養う。 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 健康状態が急激

に変化する状況

にある対象の身

体的・精神的・

社会的側面から

総合的に理解で

きる。 

 

 

 

 

 

 

2. 対象とその家族

の意思決定の支

援 が理 解で き

る。 

 

 

 

3. 対象がよりよい

状態で治療が受

けられ、健康の

回復、合併症予

防のために必要

な看護が理解で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 日常生活の自立

に向けた回復過

程の支援が理解

できる。 

 

 

 

 

1） 対象の身体的特徴が理解できる。 

(1)  疾患の発生のメカニズムと具体的な症状 

    (2)  治療（手術）による身体的影響 

    (3)  治療（手術）侵襲による生体反応 

    (4)  治療（手術）による形態・機能の変化 

    (5)  痛みなどの苦痛 

2） 対象の精神的・社会的な特徴が理解できる。 

(1)  対象の発達段階と課題 

    (2)  急激に変化する状況にある対象と家族の 

        心理状況 

    (3)  一時的・永久的なボディイメージの変容 

 

 

1） 対象の意思に基づく自己決定に対する支援が理

解できる。 

(1)  インフォームドコンセント 

    (2)  インフォームドコンセントにおける看護 

    (3)  対象と家族の治療（手術）に対する受け 

        止め方 

 

1） 治療前（手術前）の心身の状態を整えるための

援助が理解できる。 

(1)  術前オリエンテーション・術前訓練 

    (2)  術前検査による術後合併症の予測と予防 

    (3)  治療（手術）前の身体準備 

    (4)  手術室への移送と申し送り 

2） 安全・安楽に治療（手術）が受けられるための 

援助が理解できる。 

(1)  手術操作・麻酔の種類 

    (2)  治療（手術）中の合併症の予測と予防 

3） 治療（手術）後の異常の早期発見や術後合併症

にむけたアセスメントができる。 

(1)  異常の早期発見のための観察と報告 

(2)  治療（手術）後合併症のための観察と予測 

    と予防 

(3)  治療（手術）後の苦痛を緩和するための援 

    助 

 

1） 治療（手術）後の回復促進への援助が実施でき

る。 

(1)  早期離床の意義と目的の理解 

    (2)  対象に応じた離床の援助 

    (3)  基本的ニーズの充足への援助 

    (4)  回復意欲への動機づけ 

    (5)  回復過程に応じた日常生活拡大への援助 

    (6)  対象と家族に対する不安緩和への援助 

（学内実習 4 日間） 

グループ学習 

 周手術期における看護 

 生体侵襲（ムーアの分類） 

 疼痛コントロールの意義 

 早期離床の意義 

 スタンダードケアプラン

の作成 

 演習：術直後の観察と報

告 

（病棟実習 8 日間） 

 周手術期もしくは健康状

態の急激な変化にある成

人（老年）期 65 歳以上

の患者を受け持つてもよ

い。 

 患者設定用紙を実習前日

に渡し、事前学習をし、

解釈・分析を記載してお

く。 

 術前オリエンテーション

の見学を行い、個別性を

踏まえた内容を理解す

る。 

 治療（手術）前日の身体

準備を看護師と共に実施

する。 

 可能であれば、治療（手

術）室に入室し見学実習

をする。 

 手術内容、術中の経過は

麻酔記録、医師記録、手

術看護記録から情報収集

する。 

 実習３日目に看護問題と

看護の方向性をカンファ

レンスにて検討する。 

 看護問題の明確化後に看

護計画立案し、実施、評

価をしていく。 

 毎日 30 分のカンファレ

ンスを行い、グループで

の学びの共有をする。 

 実習 5 日目にテーマカン

ファレンスを行い、看護

につなげていく。（テーマ



は学生が考える） 

 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

 

5. 社会復帰に向け

ての支援が理解

できる。 

 

1） 社会生活適応に向けての支援が理解できる。 

(1)  退院後の生活の情報収集 

    (2)  社会資源の提供 

    (3)  保健・医療・福祉チームとの連携調整 

    (4)  対象・家族への生活指導 

 

 チームカンファレンスに

参加し、患者に合わせた

社会資源・諸サービスの

調整・活用方法について

理解する。 

 

 実習最終日に最終評価を

おこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



成人看護学臨地実習Ⅱ 

 

目的：慢性的な健康障害のある成人期の対象とその家族を理解し、健康の維持・向上のためのセルフマネジメン

トを推進するための看護を実践できる能力を養う。 

実習目標 実習内容 実習方法・留意事項 

1. 慢性的な健康障

害のある対象と

家族の身体的・

精神的・社会的

側面から総合的

に理解すること

ができる。 

 

 

 

 

 

2. 疾病をコントロ

ールし、悪化さ

せないための支

援 が 理 解 で き

る。 

 

 

3. セルフケア行動

の維持・向上を

図り、予防・自

立への支援が理

解できる。 

 

 

 

 

4. 社会復帰に向け

ての支援が理解

できる。 

 

 

 

 

5. 人間ドッグ実習

にて対象と関わ

り、健康にたい

する考え方や成

人期のライフス

タイルの特徴が

理解できる。  

 

 

1） 対象の身体的・精神的・社会的特徴が理解できる。 

(1)  病態・症状の理解（疾病の発病・経過・現 

    在の病状・予後） 

    (2)  長期療養に伴う対象の疾病への受容過程 

    (3)  対象と家族の疾病に対する認識 

    (4)  回復への期待 

    (5)  対象の発達段階と課題 

2） 対象を取り巻く家族に関心を寄せて家族へ及ぼ

す影響を理解できる。 

(1)  家族の思い 

    (2)  家族の理解 

 

1） 疾病をコントロールし悪化させないための支援

が理解できる。 

(1)  症状緩和への援助 

    (2)  長期療養に伴う苦痛の緩和 

    (3)  検査・治療に伴う援助 

    (4)  対象及び家族への精神的支援 

 

1） 生活の自立への支援が実施できる。 

(1)  症状・障害の程度に応じた日常生活への 

    援助 

(2)  闘病意欲の維持・対象のＱＯＬ向上に向け 

    た支援 

(3)  セルフケア行動の維持・向上に向けた支援 

    (4)  自己管理のための日常生活指導 

    (5)  生活習慣の見直しと修正に向けた支援 

 

1） 社会復帰への準備と支援ができる。 

(1)  対象に応じた生活指導ができる。 

    (2)  疾病・生活をコントロールするための家族 

        への協力・調整 

    (3)  社会資源の提供 

    (4)  保健・医療・福祉チームとの連携・調整 

 

1） 人間ドッグ受健者から話を聞き、健康に対する認

識について理解する。 

(1)  日常生活の習慣や気を付けていること 

  (2)  受健者を取り巻く環境（家庭・職場・人間 

      関係）  

2） 疾病の早期発見と予防法について理解する。 

3） 今後の健康管理が今後の生活にどのような影響

を与えるかを理解する。 

（学内実習 4 日間） 

グループ学習 

 慢性期の看護の特徴 

 慢性疾患の病態・症

状・検査・治療・看護 

 慢性的な健康障害のあ

る事例を用いてのアセ

スメントの視点と看護

問題の考え方 

 患者への教育・指導法

について 

 

（病棟実習 8 日間） 

 透析病棟実習 6 日間 

 成人期の対象 18歳以上

65 歳未満の患者を受け

持つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日 30分のカンファレ

ンスをおこない、グル

ープでの学びの共有を

する。 

 

 

 人間ドッグ実習２日間 

 受健者（18 歳以上 65

歳未満）とのかかわり

から学ぶ。 

 2 日間カンファレンス

を行い、グループでの

学びを共有する。 

 

 

 

 実習最終日に最終評価

をおこなう。 

 



成人看護学臨地実習Ⅲ 

 

目的：成人（老年）期の対象がその人らしい生き方をするため、全人的苦痛の緩和のための看護を実践できる能

力を養う。 

実習目標 実習内容 実習方法・留意事項 

1. 終末期にある対

象の身体的・精

神的・社会的側

面から総合的に

理解することが

できる。 

 

 

 

 

 

2. その人らしい生

き方について考

えることができ

る。 

 

 

 

 

 

3. 全人的苦痛の緩

和のための援助

が理解できる。 

 

 

 

 

4. 対象と家族への

かかわりのあり

方を考えること

ができる。 

 

5. 生命の尊厳・自

己の死生観につ

いて考えること

ができる。 

1） 対象の身体的・精神的・社会的特徴が理解でき

る。 

(1)  病態、症状の観察 

(2)  精神的症状とそれに伴う苦痛 

    (3)  生体機能の変化に対する対象と家族の 

        受け止め方 

    (4)  ＱＯＬの視点からの基本的ニーズの 

        充足状態 

2） 対象を取り巻く家族に関心を寄せて家族へ及ぼ

す影響が理解できる。 

 

1） 対象の意思を尊重し、その人らしく過ごせるよ

う支援する方法が理解できる。 

(1)  対象のニーズに対する援助 

    (2)  死の受容過程に応じた対象と家族への 

        援助 

    (3)  日常生活への援助 

    (4)  対象の意思決定支援の看護師の役割 

    (5)  緩和ケア病棟の特徴 

 

1） 全人的苦痛への援助が理解できる。 

(1)  身体的苦痛の緩和（ペインコントロール・ 

    症状に対する援助） 

(2)  社会的・精神的、霊的苦痛への援助 

(3)  悪化防止・二次的障害予防への援助 

 

 

1） 家族への調整と支援 

(1)  対象と家族の苦痛を配慮したコミュニ 

    ケーション技術 

(2)  家族への働きかけ 

 

1） 生命の尊厳について考える 

(1)  ＱＯＬについて 

    (2)  倫理について 

    (3)  対象の意思、家族の意思 

    (4)  インフォームドコンセントについて 

2） 自己の死生観について考える。 

 

（お寺での実習 2 日間） 

 死生観 

 ビハーラ 

 グリーフケア 

 納棺体験 

 コンパッション・フォー

カスト・セラピー 

 

（学内実習 2 日間） 

 グループ学習 

 緩和ケア 

 アドバンスケアプラン 

 リビングウィル 

 事例を用いて「その人ら

しい生き方」について考

える 

 

（病棟実習 8 日間） 

 緩和ケア病棟 4 日間 

成人（老年）期 65 歳以

上の患者を受け持っても

よい 

 

 終末期病棟 4 日間 

見学実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日 30 分のカンファレ

ンスを行い、グループで

の学びを共有する。 

 実習最終日に評価をおこ

なう。 

 



小児看護学臨地実習（保育園） 

 

目的：健康な子どもの成長発達の特徴が理解できる。 

  

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

14. 保育園の特徴が

理解できる。 

 

 

 

 

 

15. 子どもの成長発達

に応じた日常生活

の援助方法が理

解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 保育園を利用する

子どもとその家族

の特徴を知ること

ができる。 

8） 保育園の環境や設備が理解できる。 

(1)  設備 

(2)  構造 

(3)  日課 

(4)  年間行事 

(5)  職員構成 

 

2） 子どもの安全を守るために必要な環境について理

解できる。 

3） 形態的特徴が理解できる。 

4） 身体生理の特徴が理解できる。 

5） 感覚・運動機能が理解できる。 

6） 知的・情緒機能が理解できる。 

7） 社会的機能が理解できる。 

8） 成長発達にあった遊びが理解できる。 

9） 子どもにとっての遊びの必要性が理解できる。 

10） コミュニケーションの方法を理解し、実施でき

る。 

11） 基本的生活習慣が理解できる。 

12） 自立へ向けての援助方法や援助の必要性が理解

できる。 

(1)  食事 

(2)  排泄 

(3)  活動 

(4)  睡眠 

(5)  清潔 

(6)  衣服 

13） プレパレーションが実施できる。 

 

 

 

 

 

 

 

1） 子どもを取り巻く社会環境を知ることができる。 

2） 子どもとその家族の思いや不安を知ることができ

る。 

3） 子どもとその家族への援助の必要性を考えることが

できる。 

• 構造や特徴、日課や行

事、人員配置を学ぶ。 

 

 

 

 

 

• 起こりやすい事故とその

対策について学ぶ。 

• 自由遊び、その他の時間

を通して子どもを観察し、

成長発達を学ぶ。 

 

 

 

 

• 自由遊び、その他の時間

を通して子どもの反応を

観察し、接し方などを学

ぶ。 

• 各クラスで子どもに対する

生活面での援助につい

て見学した後できることは

指導のもと、実施する。 

 

 

• 季節や年齢に応じたテー

マを決定する。 

• 成長発達をふまえて企画

書を作成する。 

• プレパレーションを実施

するために準備・調整す

る。 

 

• 保護者への接し方を観察

し、子どもとその家族を取

り巻く環境を考えられるよ

うにする。 

• 家族とのかかわり方や援

助の必要性を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 



小児看護学臨地実習（小児科外来） 

 

目的：小児科外来の特徴を理解し、外来看護師の役割が理解できる。 

 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 小児科外来の特

徴が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

2. 健康障害をもつ

子どもとその家

族の特徴が理解

できる。 

 

 

 

3. 小児看護におけ

る基本技術が理

解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 他部門との連携

が理解できる。  

 

 

 

 

 

1） 小児科外来の環境や設備が理解できる。 

• 小児科外来の特徴的な環境 

• 小児科外来の特徴的な設備 

• 外来の週間予定 

 

 

 

 

1） 健康障害をもつ子どもとその家族の不安が理解

できる。 

2） 健康障害をもつ子どもとその家族の影響が理解

できる。 

3） 健康障害をもつ子どもとその家族の援助が理解

できる。 

 

1） 乳児・幼児のコミュニケーションの方法が理解

できる。 

2） 乳児・幼児のバイタルサイン測定の方法が理解

できる。 

3） 乳児・幼児の身体計測の方法が理解できる。 

(1)  身長 

(2)  体重 

(3)  頭囲 

(4)  胸囲 

4） 診察介助の方法が理解できる 

5） 与薬方法が理解できる。 

6） 検査・処置などの方法が理解できる。 

(1)  採血 

(2)  輸液 

(3)  予防接種 

(4)  吸入 

(5)  X 線撮影 

(6)  心電図 

(7)  心エコー 

 

1） 外来から病棟への連携の方法が理解できる。 

2） 外来から家庭への連携方法が理解できる。 

3） 小児科外来から他部門への連携の方法が理解で

きる。 

4） 継続看護の必要性が理解できる。 

 

  

• 小児科外来の構造や特

徴、外来の週間予定、起

こりやすい事故とその

対策について学ぶ。 

• 小児科外来の環境や整

備の意味が考えられる

ようにする。 

 

• 看護師が家族とかかわ

る場面と通して反応を

観察し、接し方を学ぶ。 

• 家族への援助の必要性

を考えられるようにす

る。 

 

• 問診・診察・処置・乳幼

児健診などを通して子

どもの反応を観察し、接

し方を学ぶ。 

• バイタルサインの値や

身体計測の結果を乳

児・幼児の成長・発達と

結びつけて、看護の必要

性があるかどうか考え

られるようにする。 

• 診察時や乳幼児健診の

看護師を実施している

援助について見学した後

できることは指導のもと、

実施する。 

 

 

 

 

 

• 看護師が行う援助を観

察する。 

• 継続的に受診が必要か

を考えられるようにす

る。 

• 外来看護師の役割を学

ぶ。 

 

 

 

 

 



小児看護学臨地実習（発達障害児施設） 

 

目的：発達障害をもちながら生活する子どもとその家族の特徴が理解できる。 

  

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 発達障害児施設

の特徴が理解でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 発達障害をもつ子

どもの成長発達に

あわせた日常生活

行動への援助が

理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 家族を中心とした

ヒューマンネットワ

ーク支援について

考えることができ

る。 

1） 発達障害児施設の環境や設備が理解できる。 

(1)  環境 

(2)  設備 

(3)  日課 

(4)  年間行事 

(5)  職員構成 

2） 発達障害があることで社会環境にどのような影響を

あたえるかを考えることができる。 

3） 施設の役割について考えることができる。 

 

 

 

1） 発達障害があることで生活環境にどのような影響を

あたえるかを考えることができる。 

2） 発達障害があることで成長発達にどのような影響を

あたえるかを考えることができる。 

3） 施設における環境・食事・排泄・清潔の自立にむけ

ての援助を考えることができる。 

4） 活動と生活リズムを整える訓練の必要性が理解でき

る。 

(1)  設定療育、日課、（休憩、睡眠、活動、学習） 

(2)  散歩、日光浴、レクリエーション 

(3)  移動動作、機能訓練 

 

1） 対象をとりまく保育医療福祉チーム連携について考

えることができる。 

(1)  看護者の役割 

(2)  看護者以外の療育チーム員の役割 

2） 家族を支える保健福祉医療チームの連携について

考えることができる。 

(1)  家族の面会状況 

(2)  家族への指導、家族参加 

(3)  社会資源 

• 構造や特徴、日課、起こ

りやすい事故とその対

策について学ぶ。 

• 発達障害児施設の環境

や整備の意味が考えら

れるようにする。 

• 施設の概要を学ぶ。 

• 対象の背景を知ることで

現代社会の抱える問題

点（児童虐待等）につい

て考える。 

 

• スタッフの指導を受けな

がら援助できる部分は実

施する。 

• 生活リズムに合わせた援

助のあり方を知り、援助を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

• オリエンテーション受け、

どの様な保健医療福祉

チームがあるかを理解す

る。 

※ 施設における看護職の役

割、また社会における看

護職の役割を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小児看護学臨地実習（重症心身障害児施設） 

 

目的：重症心身障害児の特徴を理解し、小児病棟の看護師の役割が理解できる。 

 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 重症心身障害児

の特徴と入院生活

が子どもの成長

発達に及ぼす影

響が理解できる。 

 

 

 

 

2. 成長発達に応じ

た日常生活援助

が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 小児看護におけ

る基本技術が理

解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 小児病棟の看護

師の役割が理解

できる。 

1） 障害があることで成長発達にどのような影響をあた

えるかを考えることができる。 

2） 障害があることで社会環境にどのような影響をあた

えるか考えることができる。 

3） 障害があることで生活環境にどのような影響をあた

えるか考えることができる。 

4） 入院している子どもの身体的・知的特徴を考えるこ

とができる。 

 

1） 子どもの安全を守るために必要な環境について理

解できる。 

2） 基本的生活習慣が理解できる。 

3） 残存機能を活かした援助方法や援助の必要性が

理解できる。 

(1)  食事 

(2)  排泄 

(3)  活動 

(4)  睡眠 

(5)  清潔 

(6)  衣服 

4） 活動と生活リズムを整える援助を考えることができ

る。 

(1)  設定療育、日課、（休憩、睡眠、活動、学習） 

(2)  散歩、日光浴、レクリエーション 

(3)  移動動作、機能訓練 

 

1） コミュニケーションの方法が理解できる。 

2） バイタルサイン測定の方法が理解できる。 

3） 診察介助の方法が理解できる。 

4） 与薬方法が理解できる。 

5） 検査・処置などの方法が理解できる。 

(1)  採血 

(2)  輸液 

(3)  吸入 

(4)  吸引 

(5)  人工呼吸器 

 

1） 対象をとりまく保育医療福祉チーム連携について理

解できる。 

(1)  看護者の役割 

(2)  看護者以外の療育チーム員の役割 

2） 家族を支える保健福祉医療チームの連携について

理解できる。 

(1)  家族の面会状況 

(2)  家族への指導、家族参加 

(3)  社会資源 

• 病院・病棟のオリエンテ

ーションを受け、概要を

理解する。 

• 対象の背景を知ることで

現代社会の抱える問題

点（児童虐待等）につい

て考える。 

 

 

• 生活リズムに合わせた援

助のあり方を知り、援助を

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 診察・処置・援助などを

通して子どもの反応を

観察し、コミュニケーシ

ョン方法を学ぶ。 

• バイタルサインの値や

状態観察を通して看護

の必要性を考える。 

 

 

 

 

• オリエンテーション受け、

どの様な保健医療福祉

チームがあるかを理解す

る。 

※ 施設における看護職の役

割、また社会における看

護職の役割を考える。 

 

 



母性看護学臨地実習 

目的：妊婦・産婦・褥婦および新生児の特徴を理解し、対象者および家族の持つニーズに応じた看護が実践で

きる基礎的能力を養う。  

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 妊娠・分娩・産褥

の経過を理解し、

対象者の特徴と看

護が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 妊婦・産婦・褥婦

に必要な援助が理

解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜妊娠期＞ 

1） 外来での妊婦との関わりから妊娠による母体の

変化、胎児の発育について理解する。 

2） 妊婦との関わりを通して妊娠に伴う心理的変化

について考える。 

＜分娩期＞ 

3） 対象の分娩に立ち会い分娩各期の看護を見学す

る。 

4） 分娩を通して産婦の心理的変化について考える。 

＜産褥期＞ 

5） 分娩期から産褥期の母体の変化（退行性、進行性）

について理解する。 

6） 褥婦との関わりを通して褥婦の心理的変化につ

いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜妊娠期＞ 

1） 妊婦健康診査の目的を理解し、一部実施する。 

(1) 検尿、体重・血圧・腹囲・子宮底測定、浮腫、

マイナートラブルの有無の観察をする。 

(2) 胎児心音、胎動の観察をする。 

(3) 超音波による胎児診断の見学をする。 

(4) NST の見学、共同実施をする。 

＜分娩期＞ 

2） 分娩各期の看護を見学し一部実施する。 

(1) 分娩各期の経過観察をする。 

(2) 分娩経過に応じた援助を理解する。 

（体位、休息、産痛緩和、家族への声かけ） 

(3) 胎児付属物の観察をする。 

＜産褥期＞ 

3） 正常な褥婦の経過観察をする。 

(1) 産褥日数とともに変化する子宮、乳房の状態

を観察する。 

(2) 褥婦の心理面を観察する。 

4） 産褥経過を順調に経過させる援助を見学し一部

実施する。 

(1)  復古現象を促す援助を見学する。 

早期離床、産褥体操、子宮底輪状マッサージ、

感染予防、 

(2)  乳汁分泌を促す援助を見学する。 

4 日間（学内実習） 

（1 日目～2 日目） 

・妊娠期・分娩期・産褥 

期・新生児期における 

経過や生理的特徴の知 

識の確認（講義形式で 

質疑応答を繰り返し知 

識の蓄積度を確認す

る） 

（3 日目） 

・新生児のバイタル測定 

の方法・新生児の抱っ 

この仕方・オムツの交 

換・寝衣の着脱・沐浴 

の方法・計測・保育器 

の取り扱い方を実践す 

る 

（4 日目） 

・妊娠期・分娩期・産褥 

期・新生児期について 

の知識をペーパーテス 

トを実施し理解度の確 

認をする 

 

 妊娠、分娩、産褥の

生理的経過、援助技

術については事前学

習しておく。 

 妊娠期に関しては外

来での関わりとす

る。（許可の得られた

妊婦） 

1 人の妊婦（できれば

初産）と関わり会話

や観察、測定、記録

より妊娠経過が順調

か否か判断し、また、

心理についても考察

する。 

 健診に最初から最後

まで付き添う。 

 分娩期に関しては分

娩が近い妊婦を選

び、了承が得られれ

ば分娩から産褥と受

け持たせていただ

く。 

 分娩各期に関しては



実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

SMC 乳房マッサージ、直接授乳、搾乳 

(3)  感染予防の援助を見学する。 

悪露交換、利尿後消毒、乳房の手当て 

 

 

 

 

 

見学が主になるが、

ただ見学するのでは

なく、産婦の思いや

ニードは何かを考

え、できるようであ

れば指導者とともに

援助を行う。 

 産褥期に関しては、

受け持ち患者の実際

の経過を追うことで

生理的変化など知識

と結びつけ、看護を

指導者と共に実践し

ていく。（看護過程の

展開） 

 産褥期は事前に正常

の経過を予測したス

タンダードプランを

立案し、それに沿っ

て看護を理解する。 

3. 妊婦・産婦・褥婦

および家族に必要

な保健指導の重要

性とその方法が理

解できる。 

 

 

 

 

4. 新生児の生理的特

徴と胎外生活適応

の看護が理解でき

る。 

 

 

 

5. 新生児に必要な基

本的な日常生活援

助が理解でき一部

実施できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜妊娠期＞ 

1） 妊娠各期の保健指導を見学し、自主的な健康管理

にむけての援助を学ぶ。 

(1)  妊娠中の生活指導を見学する。 

(2)  出産・育児の準備教育を見学する。 

＜産褥期＞ 

2） 産褥期の保健指導の実際を見学する。 

(1)  調乳、育児、沐浴、退院指導等を見学する。 

 

1） 新生児の生理的特徴を理解する。 

生理的体重減少、生理的黄疸、便の性状、成熟徴

候、反射、臍、姿勢、哺乳状態など 

2） 胎外生活適応の看護を理解する。 

保温、感染予防、愛護、呼吸の確立、栄養、異常

の早期発見 

 

1） 生後日数とともに変化する生理的特徴の観察を

する。 

(1)  バイタルサイン測定を実施する。 

(2)  全身の観察をする。 

(3)  生理的体重減少を知る。 

(4)  生理的黄疸の観察をする。 

(5)  便の性状の変化を観察する。 

(6)  哺乳状態の観察をする。 

2） 日常生活の援助を見学し、一部実施する。 

(1)  環境の調整をする。 

（体温保持、感染予防、事故防止） 

(2)  清潔保持の援助をする。 

（沐浴、臍処置、更衣） 

(3)  排泄の援助をする。 

（おむつ交換、排泄物の観察） 

(4)  栄養に関する援助をする。 

 各期の対象の個別性

は経過によって考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

 

 

6. 母性看護における

継続看護の重要性

を認識し、保健医

療チームの連携と

社会資源の活用方

法が理解できる。 

 

7. 母性・父性意識を

高揚させ、生命の

尊厳に対する価値

観を養い、自己の

看護観を高めるこ

とができる。 

 

 

 

（哺乳、排気、哺乳量の適否の判断） 

 

1） 母子手帳の活用方法を知る。 

2） 妊娠、出産に関する諸制度を理解する。 

 

 

 

 

 

1） 分娩見学や看護の実践、カンファレンスを通して

「母になること」「父になること」「家族とは」に

ついて考えることができる。 

 

 

 各援助は見学の後、

指導のもと共同実施

する。 

 

 母子関係法規を事前

学習しておく。 

 

 母性、父性に関する

文献の活用に努め

る。 

 生命の誕生の瞬間に

立ち会うことによっ

て生命の神秘や尊厳

について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



看護の統合と実践実習 

目的：看護方式を実際に体験することにより、看護の判断能力・実践能力・応用能力を養う。 

   臨床実践に近い形で看護を体験し、看護職としての役割を明確にできる。 

実 習 目 標 実 習 内 容 実習方法・留意事項 

1. 対象を複数受持

ち、看護実践を通

して、看護の判断

能力や応用能力

について学ぶこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. チームの一員と

しての役割や責

任が理解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 看護管理者およ

びチームリーダ

ーの役割や責任

について知るこ

とができる。 

 

 

 

 

4. 夜間実習により、

夜間における対

象の生活や看護

師の関わりを知

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

1） 対象を複数（2～４名程度）受持ち、それぞれの

情報収集を行い問題点とその根拠を明確にす

る。 

2） その日の治療や処置・検査などから看護の優先

順位を決定する。 

3） 看護の判断や応用の必要な時には、対象の担当

看護師か部屋持ち看護師に報告・連絡・相談を

する。 

4） 対象に必要な観察や看護を実施し、その報告す

る。   

5） 対象に必要な日常生活援助を、安全安楽を考慮

し実施する。 

6） 実施した援助を振り返り計画の評価・修正をす

る。 

 

1） チームの中に入り、実践することによりチーム

の一員としての役割や責任を理解する。 

(1) 一部屋の受け持ちとしての動き 

(2) チームの中での動き 

(3) 病棟全体の中での動き など 

2） チームカンファレンスに参加させていただき自

分の意見が言える。 

3） 転科・転棟があれば同行し、できれば申し送り

に参加し理解する。 

 

1） 病院組織における看護管理者の日常業務につい 

て知ることができる。 

 

2） 看護チームリーダーの日常業務について知るこ 

  とができる。 

 

 

 

 

1） 統合実習中受け持っている対象を中心に夜間に

必要な観察や看護を理解する。 

2） 日中見られない対象の夜間の生活を知る。 

3） 夜間の対象の治療・処置を知る。 

4） 夜間の看護師の役割や責任を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 対象を複数（四人部屋）

受持ち、実習中対象の担

当看護師か部屋持ち看

護師と行動を共にし、看

護の優先順位やその実

施を学ぶ。 

 援助を実施していく中

で判断や応用を実践し

ていく。 

 複数の対象に行われて

いる治療や処置・検査は

事前学習をする。 

 簡潔に専門用語を使っ

た報告ができる。 

 

 受け持ち患者の援助や、

チームの中での動きを

とおしてリーダーに報

告・連絡・相談をするこ

とでチームの一員とし

ての役割と責任を知る。 

 

 

 

 

 看護部責任者のシャド

ウイングを行い、業務の

実際を見学する。 

 チームリーダーのシャ

ドウイングを行い、業務

の調整、医師、他部門と

の連携やスタッフ対応

などの業務の実際を見

学する。 

 日中と同じ部屋の対象

に対し指導者と共に行

っていく。（実習期間中後

半に１回） 

 援助を行っていく中で

対象の違う側面を知り、

対象理解に繋げる。 

 食事介助、排泄介助、イ

ブニングケア、消灯、巡

回、起床、採血など 

 指導者と共に行動する

ことにより、夜間の看護

師の動きや役割・責任を

理解する。 



 


